
右：山寺暮蟬 （吉澤鐵之『好文詩艸4』）
左：夏の森 （自詠）

牛窪　梧十

右：ゆく河 （鴨長明『方丈記』）
左：種蒔く人 （旧約聖書『詩編』126編・5節）

日比野　博鳳常任総務

右：しらかはのこずゑ （西行）
左：白河の梢 （西行）

高木　厚人常任総務 常任総務

414141

右
：
朝
霧（
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　
　
『
新
古
今
和
歌
集
』）

左
：
松
風（
日
野
草
城
）

右
：
良
寛
の
歌（
良
寛
）

左
：
朧
月
夜（
高
野
辰
之
）

平
易
で
読
み
や
す
い
書
表
現

と
伝
統
的
な
形
式
を
融
合
さ

せ
、
少
し
で
も
芸
術
性
豊
か

で
魅
力
あ
る
作
に
と
、
扇
面

に
力
強
く
表
現
し
た
。

書
作
の
基
本
と
す
る

「
強
い
線
と
白
」
を

根
底
に
、
大
字
が
な

の
方
向
性
を
追
求
す

る
日
々
で
あ
る
。

書
線
は
心
臓
の
鼓
動
の

軌
跡  

呼
吸
の
形
象
化

で
あ
る
と
の
理
念
の
も

と
心
の
動
き
の
動
静
を

表
現
し
た
。

人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
唱
歌

を
か
な
の
散
ら
し
書
の
章

法
等
を
利
用
し
て
紙
面
の

白
の
部
分
に
動
き
を
生
じ

る
よ
う
に
可
読
性
を
考
慮

し
て
制
作
し
た
。

〔
東
北
展
〕
10
月
22
日（
水
）～
26
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

〔
北
海
道
展
〕
11
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
中
部
展
〕
11
月
25
日（
火
）～
30
日（
日
）

《
会
　
場
》
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

〔
九
州
展
〕
12
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

※
今
後
の
諸
事
情
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
ま
た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。。

　
読
売
書
法
会
公
式
サ
イ
ト
（https://yom

iuri-shohokai.com

）
等
で
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓒ
２
０
２
５
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
８
月
22
日（
金
）～
31
日（
日
）
※
26
日（
火
）休
館

	

国
立
新
美
術
館

《
第
２
会
場
》
８
月
23
日（
土
）～
29
日（
金
）

	

東
京
都
美
術
館

〔
関
西
展
〕
９
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

〔
中
国
展
〕
９
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館
「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

〔
四
国
展
〕
10
月
11
日（
土
）～
13
日（
月
・
祝
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九

年（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。出
品
約
一
万
四
千
点
、東
京
展
、関
西
展
、九
州
展
の

三
会
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
回
の
第
四
十
一
回
展
に
は
、
約
二
万
点
が
集
ま

り
、全
国
八
会
場（
東
京
、関
西
、中
国
、四
国
、東
北
、北
海
道
、中
部
、九
州
の
各
展
）を
巡
回

し
ま
す
。

　
読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、「
本

格
の
輝
き
」を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
着
実
に
歩
み
を
進
め
、今
日

で
は
国
内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
本
展
は
昨
年
、
四
十
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
た
な
歩
み
を
進
め
ま

す
。第
三
十
八
回
展
か
ら
始
ま
っ
た
、高
校
生
を
中
心
と
す
る
若
い
世
代
か
ら
の
出
品
数
も

年
々
増
え
、変
化
の
時
代
の
な
か
に
新
し
い
書
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　
読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、古
典
を
考
証
し
な
が
ら
新
た
な
可
能
性
を
追
求
し
、絶
え

ず
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。い
ま
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
旺
盛
な
創
作
活
動
は
、書

法
会
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
本
紙
に
は
、国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
顧
問
、顧
問
、常
任
総
務
ら
の
作
者

自
身
に
よ
る
制
作
意
図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
の
際
の
手
引
き
と
し
て
ご

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
七
年
八
月

読
売
新
聞
社

読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ

仕上サイズ
データ 登録
420
297
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297
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左右
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右：山寺暮蟬 （吉澤鐵之『好文詩艸4』）
左：夏の森 （自詠）

牛窪　梧十

右：ゆく河 （鴨長明『方丈記』）
左：種蒔く人 （旧約聖書『詩編』126編・5節）

日比野　博鳳常任総務

右：しらかはのこずゑ （西行）
左：白河の梢 （西行）

高木　厚人常任総務 常任総務

414141

右
：
朝
霧（
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　
　
『
新
古
今
和
歌
集
』）

左
：
松
風（
日
野
草
城
）

右
：
良
寛
の
歌（
良
寛
）

左
：
朧
月
夜（
高
野
辰
之
）

わ
が
産
土
の
地
、
武
蔵
野

に
あ
る
三
富
山
多
福
寺
。

こ
の
詩
の
う
た
う
と
こ
ろ

そ
の
ま
ま
に
、
多
福
寺
も

現
在
に
あ
る
。

長
嶋
茂
雄
さ
ん
は
記
録
よ
り
も

記
憶
に
残
る
人
と
い
わ
れ
た
。

常
に
移
ろ
う
俗
世
、
書
の
作
家

も
、
人
々
の
記
憶
に
残
る
作
品

を
制
作
し
て
い
き
た
い
。

詩
文
の
背
景
は
考
え
ず
、
こ

こ
は
そ
の
ま
ま
、
苦
労
し
て

堪
え
て
い
れ
ば
最
後
は
報
わ

れ
る
、
と
読
み
た
い
。

こ
こ
数
年
か
な
と
調
和
体
同
じ
素
材

で
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
共
に
変

化
と
統
一
、
美
し
い
景
色
を
と
願
っ

て
筆
を
進
め
て
い
る
。
か
な
は
静
か

な
風
景
か
ら
書
き
始
め
て
見
た
。

調
和
体
は
か
な
を
書

く
時
と
同
じ
意
識
で

書
い
た
。
こ
ん
な
作

品
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
散
歩
と
作
句
で
時
を
過

ご
し
た
が
、
そ
の
時
に
得
た
「
嗅
覚
で

行
く
」
と
い
う
言
葉
が
、
よ
う
や
く
俳

句
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
。

第
41
回
読
売
書
法
展
（
２
０
２
５
年
）　
会
期
・
会
場

〔
東
北
展
〕
10
月
22
日（
水
）～
26
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

〔
北
海
道
展
〕
11
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
中
部
展
〕
11
月
25
日（
火
）～
30
日（
日
）

《
会
　
場
》
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

〔
九
州
展
〕
12
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

※
今
後
の
諸
事
情
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
ま
た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。。

　
読
売
書
法
会
公
式
サ
イ
ト
（https://yom

iuri-shohokai.com

）
等
で
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓒ
２
０
２
５
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
８
月
22
日（
金
）～
31
日（
日
）
※
26
日（
火
）休
館

	

国
立
新
美
術
館

《
第
２
会
場
》
８
月
23
日（
土
）～
29
日（
金
）

	

東
京
都
美
術
館

〔
関
西
展
〕
９
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

〔
中
国
展
〕
９
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館
「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

〔
四
国
展
〕
10
月
11
日（
土
）～
13
日（
月
・
祝
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

仕上サイズ
データ 登録
420
297
右アキ

420
297
折

天地
左右
アキ
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上：和神 （『漢書』車千秋傳）
下：荘子語 

新井　光風顧問

上：一枚岩 （夏目漱石『漱石俳句集』）
下：人の世 （夏目漱石『草枕』）

池田　桂鳳顧問

右：飄々蕩々復悠  々（沈石田「落花詩」）
左：やって見せ （山本五十六）

杭迫　柏樹顧問

右
：
最
要
妙
處 （
歐
陽
詢『
唐
歐
陽
詢
傅
授
訣
』）

左
：
雪
の
花 （
小
泉
堯
史
監
督
映
画『
雪
の
花
』よ
り
）

最
高
顧
問

右
：
ひ
ぐ
ら
し
の
声 （
島
木
赤
彦
）

左
：
紅
葉 （
高
野
辰
之
）

最
高
顧
問

上：富嶽 （松崎慊堂『慊堂全集』）
下：白菊の花 （北原白秋）

真神　巍堂顧問

右
：
磏
勇 （
韓
非
子
）

左
：
良
寛
詩
句 （
良
寛
）

最
高
顧
問

天
地
に
生
き
る
小
さ
な

生
物
の
命
の
凄
さ
に
感

銘
。
呼
吸
が
長
い
線
と

短
い
線
と
の
共
演
。
命

の
躍
動
感
と
気
満
の
姿

を
探
る
。

漱
石
の
ロ
マ
ン
を
書
を
通

し
て
読
み
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
の
思
い
で
書
い

て
み
ま
し
た
。漱

石
の
文
学
に
は
心
を
動

か
す
表
現
が
多
々
み
ら
れ

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
を
書

に
し
て
み
ま
し
た
。

常
に
考
え
て
い
る
事
は

線
の
命
と
存
在
感
。
調

和
体
特
有
の
空
気
感
と

情
趣
を
求
め
、
文
字
融

合
の
姿
と
命
の
躍
動
感

を
探
る
。

私
が
78
歳
の
時
、
沈
石
田

の
こ
の
詩
が
同
じ
78
歳
の

時
の
作
詩
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
以
来
、
時
折
こ

の
詩
に
挑
戦
を
。

実
技
に
生
き
る
人
間
の

心
理
を
こ
れ
ほ
ど
適
確

に
表
現
し
た
歌
が
他
に

あ
ろ
う
か
。

大
阪
・
関
西
万
国
博
に
出
品
し

た
も
の
と
同
文
を
横
型
式
に
し

て
み
た
。
で
き
る
だ
け
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
求
め
た
が
？

詩
の
も
つ
リ
ズ
ム
や
世

界
観
を
大
切
に
、
和
や

か
で
味
わ
い
あ
る
書
を

表
現
し
た
く
、
筆
を
持

ち
ま
し
た
。

渇
筆
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
。

墨
量
に
よ
る
も
の
、
運
筆
の

遅
速
に
よ
る
変
化
、
渇
筆
に

も
種
類
が
あ
る
。
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。

奇
を
て
ら
わ
ず
自
然
体
で
書
い

た
。
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
バ
ラ

ン
ス
を
中
心
に
選
文
し
た
。

仕上サイズ
データ 登録
420
297
右アキ

420
297
折

天地
左右
アキ
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上：和神 （『漢書』車千秋傳）
下：荘子語 

新井　光風顧問

上：一枚岩 （夏目漱石『漱石俳句集』）
下：人の世 （夏目漱石『草枕』）

池田　桂鳳顧問

右：飄々蕩々復悠  々（沈石田「落花詩」）
左：やって見せ （山本五十六）

杭迫　柏樹顧問

右
：
最
要
妙
處 （
歐
陽
詢『
唐
歐
陽
詢
傳
授
訣
』）

左
：
雪
の
花 （
小
泉
堯
史
監
督
映
画『
雪
の
花
』よ
り
）

最
高
顧
問

右
：
ひ
ぐ
ら
し
の
声 （
島
木
赤
彦
）

左
：
紅
葉 （
高
野
辰
之
）

最
高
顧
問

上：富嶽 （松崎慊堂『慊堂全集』）
下：白菊の花 （北原白秋）

真神　巍堂顧問

右
：
磏
勇 （
韓
非
子
）

左
：
良
寛
詩
句 （
良
寛
）

最
高
顧
問

剛
柔
、
曲
直
、
疎
密
を

意
識
し
制
作
。
磏
字
の

重
さ
を
支
え
る
勇
字
の

白
と
遊
印
に
効
果
を
求

め
た
。

天
地
に
生
き
る
小
さ
な

生
物
の
命
の
凄
さ
に
感

銘
。
呼
吸
が
長
い
線
と

短
い
線
と
の
共
演
。
命

の
躍
動
感
と
気
満
の
姿

を
探
る
。

医
師
笠
原
良
策
の
勇
気
と
使

命
感
に
心
を
う
た
れ
、
本
当

の
美
し
さ
は
、
こ
の
よ
う
な

心
に
あ
る
と
思
っ
た
。

形
に
捉
わ
れ
す
ぎ
ず
、
心
の

動
き
も
筆
を
通
し
て
表
現
し

た
い
と
念
じ
ま
し
た
。
お
お

ら
か
で
、
野
趣
を
感
じ
る
世

界
に
あ
こ
が
れ
て
。

詩
の
も
つ
リ
ズ
ム
や
世

界
観
を
大
切
に
、
和
や

か
で
味
わ
い
あ
る
書
を

表
現
し
た
く
、
筆
を
持

ち
ま
し
た
。

細
詳
緩
臨
、
自
然

に
体
を
備
う
。
此

は
是
れ
最
要
の
妙

處
な
り
。
書
は
自

然
体
が
一
番
大
切

で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。

渇
筆
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
。

墨
量
に
よ
る
も
の
、
運
筆
の

遅
速
に
よ
る
変
化
、
渇
筆
に

も
種
類
が
あ
る
。
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。
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420
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上：和神 （『漢書』車千秋傳）
下：荘子語 

新井　光風顧問

上：一枚岩 （夏目漱石『漱石俳句集』）
下：人の世 （夏目漱石『草枕』）

池田　桂鳳顧問

右：飄々蕩々復悠  々（沈石田「落花詩」）
左：やって見せ （山本五十六）

杭迫　柏樹顧問

右
：
最
要
妙
處 （
歐
陽
詢『
唐
歐
陽
詢
傅
授
訣
』）

左
：
雪
の
花 （
小
泉
堯
史
監
督
映
画『
雪
の
花
』よ
り
）

最
高
顧
問

右
：
ひ
ぐ
ら
し
の
声 （
島
木
赤
彦
）

左
：
紅
葉 （
高
野
辰
之
）

最
高
顧
問

上：富嶽 （松崎慊堂『慊堂全集』）
下：白菊の花 （北原白秋）

真神　巍堂顧問

右
：
磏
勇 （
韓
非
子
）

左
：
良
寛
詩
句 （
良
寛
）

最
高
顧
問

天
地
に
生
き
る
小
さ
な

生
物
の
命
の
凄
さ
に
感

銘
。
呼
吸
が
長
い
線
と

短
い
線
と
の
共
演
。
命

の
躍
動
感
と
気
満
の
姿

を
探
る
。

漱
石
の
ロ
マ
ン
を
書
を
通

し
て
読
み
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
の
思
い
で
書
い

て
み
ま
し
た
。漱

石
の
文
学
に
は
心
を
動

か
す
表
現
が
多
々
み
ら
れ

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
を
書

に
し
て
み
ま
し
た
。

常
に
考
え
て
い
る
事
は

線
の
命
と
存
在
感
。
調

和
体
特
有
の
空
気
感
と

情
趣
を
求
め
、
文
字
融

合
の
姿
と
命
の
躍
動
感

を
探
る
。

私
が
78
歳
の
時
、
沈
石
田

の
こ
の
詩
が
同
じ
78
歳
の

時
の
作
詩
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
以
来
、
時
折
こ

の
詩
に
挑
戦
を
。

実
技
に
生
き
る
人
間
の

心
理
を
こ
れ
ほ
ど
適
確

に
表
現
し
た
歌
が
他
に

あ
ろ
う
か
。

大
阪
・
関
西
万
国
博
に
出
品
し

た
も
の
と
同
文
を
横
型
式
に
し

て
み
た
。
で
き
る
だ
け
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
を
求
め
た
が
？

詩
の
も
つ
リ
ズ
ム
や
世

界
観
を
大
切
に
、
和
や

か
で
味
わ
い
あ
る
書
を

表
現
し
た
く
、
筆
を
持

ち
ま
し
た
。

渇
筆
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
。

墨
量
に
よ
る
も
の
、
運
筆
の

遅
速
に
よ
る
変
化
、
渇
筆
に

も
種
類
が
あ
る
。
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。

奇
を
て
ら
わ
ず
自
然
体
で
書
い

た
。
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
バ
ラ

ン
ス
を
中
心
に
選
文
し
た
。

仕上サイズ
データ 登録
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右アキ
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天地
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上：和神 （『漢書』車千秋傳）
下：荘子語 

新井　光風顧問

上：一枚岩 （夏目漱石『漱石俳句集』）
下：人の世 （夏目漱石『草枕』）

池田　桂鳳顧問

右：飄々蕩々復悠  々（沈石田「落花詩」）
左：やって見せ （山本五十六）

杭迫　柏樹顧問

右
：
最
要
妙
處 （
歐
陽
詢『
唐
歐
陽
詢
傳
授
訣
』）

左
：
雪
の
花 （
小
泉
堯
史
監
督
映
画『
雪
の
花
』よ
り
）

最
高
顧
問

右
：
ひ
ぐ
ら
し
の
声 （
島
木
赤
彦
）

左
：
紅
葉 （
高
野
辰
之
）

最
高
顧
問

上：富嶽 （松崎慊堂『慊堂全集』）
下：白菊の花 （北原白秋）

真神　巍堂顧問

右
：
磏
勇 （
韓
非
子
）

左
：
良
寛
詩
句 （
良
寛
）

最
高
顧
問

剛
柔
、
曲
直
、
疎
密
を

意
識
し
制
作
。
磏
字
の

重
さ
を
支
え
る
勇
字
の

白
と
遊
印
に
効
果
を
求

め
た
。

天
地
に
生
き
る
小
さ
な

生
物
の
命
の
凄
さ
に
感

銘
。
呼
吸
が
長
い
線
と

短
い
線
と
の
共
演
。
命

の
躍
動
感
と
気
満
の
姿

を
探
る
。

医
師
笠
原
良
策
の
勇
気
と
使

命
感
に
心
を
う
た
れ
、
本
当

の
美
し
さ
は
、
こ
の
よ
う
な

心
に
あ
る
と
思
っ
た
。

形
に
捉
わ
れ
す
ぎ
ず
、
心
の

動
き
も
筆
を
通
し
て
表
現
し

た
い
と
念
じ
ま
し
た
。
お
お

ら
か
で
、
野
趣
を
感
じ
る
世

界
に
あ
こ
が
れ
て
。

詩
の
も
つ
リ
ズ
ム
や
世

界
観
を
大
切
に
、
和
や

か
で
味
わ
い
あ
る
書
を

表
現
し
た
く
、
筆
を
持

ち
ま
し
た
。

細
詳
緩
臨
、
自
然

に
体
を
備
う
。
此

は
是
れ
最
要
の
妙

處
な
り
。
書
は
自

然
体
が
一
番
大
切

で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。

渇
筆
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
。

墨
量
に
よ
る
も
の
、
運
筆
の

遅
速
に
よ
る
変
化
、
渇
筆
に

も
種
類
が
あ
る
。
永
遠
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。

仕上サイズ
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右：山寺暮蟬 （吉澤鐵之『好文詩艸4』）
左：夏の森 （自詠）

牛窪　梧十

右：ゆく河 （鴨長明『方丈記』）
左：種蒔く人 （旧約聖書『詩編』126編・5節）

日比野　博鳳常任総務

右：しらかはのこずゑ （西行）
左：白河の梢 （西行）

高木　厚人常任総務 常任総務

414141

右
：
朝
霧（
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　
　
『
新
古
今
和
歌
集
』）

左
：
松
風（
日
野
草
城
）

右
：
良
寛
の
歌（
良
寛
）

左
：
朧
月
夜（
高
野
辰
之
）

平
易
で
読
み
や
す
い
書
表
現

と
伝
統
的
な
形
式
を
融
合
さ

せ
、
少
し
で
も
芸
術
性
豊
か

で
魅
力
あ
る
作
に
と
、
扇
面

に
力
強
く
表
現
し
た
。

書
作
の
基
本
と
す
る

「
強
い
線
と
白
」
を

根
底
に
、
大
字
が
な

の
方
向
性
を
追
求
す

る
日
々
で
あ
る
。

書
線
は
心
臓
の
鼓
動
の

軌
跡  

呼
吸
の
形
象
化

で
あ
る
と
の
理
念
の
も

と
心
の
動
き
の
動
静
を

表
現
し
た
。

人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
唱
歌

を
か
な
の
散
ら
し
書
の
章

法
等
を
利
用
し
て
紙
面
の

白
の
部
分
に
動
き
を
生
じ

る
よ
う
に
可
読
性
を
考
慮

し
て
制
作
し
た
。

〔
東
北
展
〕
10
月
22
日（
水
）～
26
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

〔
北
海
道
展
〕
11
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
中
部
展
〕
11
月
25
日（
火
）～
30
日（
日
）

《
会
　
場
》
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

〔
九
州
展
〕
12
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

※
今
後
の
諸
事
情
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
ま
た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。。

　
読
売
書
法
会
公
式
サ
イ
ト
（https://yom

iuri-shohokai.com

）
等
で
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓒ
２
０
２
５
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
８
月
22
日（
金
）～
31
日（
日
）
※
26
日（
火
）休
館

	

国
立
新
美
術
館

《
第
２
会
場
》
８
月
23
日（
土
）～
29
日（
金
）

	

東
京
都
美
術
館

〔
関
西
展
〕
９
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

〔
中
国
展
〕
９
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館
「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

〔
四
国
展
〕
10
月
11
日（
土
）～
13
日（
月
・
祝
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九

年（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。出
品
約
一
万
四
千
点
、東
京
展
、関
西
展
、九
州
展
の

三
会
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
回
の
第
四
十
一
回
展
に
は
、
約
二
万
点
が
集
ま

り
、全
国
八
会
場（
東
京
、関
西
、中
国
、四
国
、東
北
、北
海
道
、中
部
、九
州
の
各
展
）を
巡
回

し
ま
す
。

　
読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、「
本

格
の
輝
き
」を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
着
実
に
歩
み
を
進
め
、今
日

で
は
国
内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
本
展
は
昨
年
、
四
十
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
た
な
歩
み
を
進
め
ま

す
。第
三
十
八
回
展
か
ら
始
ま
っ
た
、高
校
生
を
中
心
と
す
る
若
い
世
代
か
ら
の
出
品
数
も

年
々
増
え
、変
化
の
時
代
の
な
か
に
新
し
い
書
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　
読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、古
典
を
考
証
し
な
が
ら
新
た
な
可
能
性
を
追
求
し
、絶
え

ず
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。い
ま
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
旺
盛
な
創
作
活
動
は
、書

法
会
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
本
紙
に
は
、国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
顧
問
、顧
問
、常
任
総
務
ら
の
作
者

自
身
に
よ
る
制
作
意
図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
の
際
の
手
引
き
と
し
て
ご

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
七
年
八
月

読
売
新
聞
社

読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ

仕上サイズ
データ 登録
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右：山寺暮蟬 （吉澤鐵之『好文詩艸4』）
左：夏の森 （自詠）

牛窪　梧十

右：ゆく河 （鴨長明『方丈記』）
左：種蒔く人 （旧約聖書『詩編』126編・5節）

日比野　博鳳常任総務

右：しらかはのこずゑ （西行）
左：白河の梢 （西行）

高木　厚人常任総務 常任総務

414141

右
：
朝
霧（
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　
　
『
新
古
今
和
歌
集
』）

左
：
松
風（
日
野
草
城
）

右
：
良
寛
の
歌（
良
寛
）

左
：
朧
月
夜（
高
野
辰
之
）

わ
が
産
土
の
地
、
武
蔵
野

に
あ
る
三
富
山
多
福
寺
。

こ
の
詩
の
う
た
う
と
こ
ろ

そ
の
ま
ま
に
、
多
福
寺
も

現
在
に
あ
る
。

長
嶋
茂
雄
さ
ん
は
記
録
よ
り
も

記
憶
に
残
る
人
と
い
わ
れ
た
。

常
に
移
ろ
う
俗
世
、
書
の
作
家

も
、
人
々
の
記
憶
に
残
る
作
品

を
制
作
し
て
い
き
た
い
。

詩
文
の
背
景
は
考
え
ず
、
こ

こ
は
そ
の
ま
ま
、
苦
労
し
て

堪
え
て
い
れ
ば
最
後
は
報
わ

れ
る
、
と
読
み
た
い
。

こ
こ
数
年
か
な
と
調
和
体
同
じ
素
材

で
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
共
に
変

化
と
統
一
、
美
し
い
景
色
を
と
願
っ

て
筆
を
進
め
て
い
る
。
か
な
は
静
か

な
風
景
か
ら
書
き
始
め
て
見
た
。

調
和
体
は
か
な
を
書

く
時
と
同
じ
意
識
で

書
い
た
。
こ
ん
な
作

品
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
散
歩
と
作
句
で
時
を
過

ご
し
た
が
、
そ
の
時
に
得
た
「
嗅
覚
で

行
く
」
と
い
う
言
葉
が
、
よ
う
や
く
俳

句
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
。

第
41
回
読
売
書
法
展
（
２
０
２
５
年
）　
会
期
・
会
場

〔
東
北
展
〕
10
月
22
日（
水
）～
26
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

〔
北
海
道
展
〕
11
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
中
部
展
〕
11
月
25
日（
火
）～
30
日（
日
）

《
会
　
場
》
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

〔
九
州
展
〕
12
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

※
今
後
の
諸
事
情
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
ま
た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。。

　
読
売
書
法
会
公
式
サ
イ
ト
（https://yom

iuri-shohokai.com

）
等
で
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⓒ
２
０
２
５
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
８
月
22
日（
金
）～
31
日（
日
）
※
26
日（
火
）休
館

	

国
立
新
美
術
館

《
第
２
会
場
》
８
月
23
日（
土
）～
29
日（
金
）

	

東
京
都
美
術
館

〔
関
西
展
〕
９
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

〔
中
国
展
〕
９
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館
「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

〔
四
国
展
〕
10
月
11
日（
土
）～
13
日（
月
・
祝
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

仕上サイズ
データ 登録
420
297
右アキ

420
297
折

天地
左右
アキ

保
土
沢
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